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運用リスクと IT の総所有コストを削減するには、重要なデータ

センター処理を簡素化する必要があります。Oracle Provisioning 
and Patch Automation Pack for Oracle Middleware は、ソフトウェ

アやアプリケーションの配置とパッチ適用を自動化します。IT
管理者はこのソリューションを使用して、ソフトウェア・スタッ

ク全体をオペレーティング・システムからミドルウェア、アプ

リケーション・データベースに至るまでプロビジョニングでき

ます。この機能を総合レポート・ツールと組み合わせて使用す

れば、Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle 
Middleware ユーザーがシステム・インフラストラクチャ全体を

効率的かつ効果的に管理できます。 

 

 

 

利点 

• Oracle Fusion Middleware と基盤オペ

レーティング・システムへの自動パッ

チ適用 

• クリティカル・パッチ機能によるアプ

リケーションの脆弱性の防止 

• Linux オペレーティング・システムの 
ベア・メタル・プロビジョニングによ

るプロビジョニング時間の短縮 

• デプロイメント・プロシージャに基づ

いたパッチ適用とプロビジョニングに

よる定義済みベスト・プラクティスの

活用 
自動プロビジョニングによる時間とコストの削減 • Oracle Fusion Middleware のクローニ

ングによる迅速な拡張とプロビジョニ

ング問題の最小化 
Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Middleware は、手作業、

とくに面倒でエラーが発生しやすい作業を減らして、スケーラブルな標準ソフ

トウェア環境を構築します。管理者は豊富なプロビジョニング機能を使用して、

データセンターの処理を合理化し、プロビジョニング機能の実行に必要な時間

を大幅に短縮できます。 

• J2EE クラスタの効率的な拡張による

ワークロードの変化への対応 

• CLI ランタイム実行による既存スクリ

プトと自動パッチ適用の統合 

• プロビジョニング・レポートとデプロ

イメント・レポートによる企業のセ

キュリティおよびコンプライアンス施

策の改善 

以下の表は、一般的なプロビジョニング・タスクの内部テスト結果を示してい

ます。データの示すとおり、Oracle Enterprise Manager と Oracle Provisioning and 
Patch Automation Pack for Oracle Middleware の使用時には、各タスクの所要時間

が大幅に短縮されています。 
 

Oracle Enterprise Manager の使用時/非使用時の 
一般的なプロビジョニング・タスクの実行 

タスク 年間

実施

数 

シス

テム

数 

Oracle 
Enterprise 
Manager 

非使用時の

所要時間/年

Oracle 
Enterprise 
Manager 
使用時の 

所要時間/年 

短縮

時間 
短縮

の 
割合

パッチ適用 25 100 1250 21 1229 60 

Oracle ソフトウェ

アのクローニング 
15 100 1188 250 938 4 

J2EE クラスタの 
拡張 

15 10 377 112 265 3 

Linux のベア・メタ

ル・プロビジョニ

ング 

10 100 1188 166 1022 7 

表 1. 内部ベンチマークに基づき、Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle 

Middleware はプロビジョニング・タスクの実行に必要な時間を大幅に削減 
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インフラストラクチャへのエンド・ツー・エンドのパッチ適用 
Oracle Enterprise Manager には、さまざまな製品のパッチと顧客の環境にシーム

レスに対応するエンド・ツー・エンドのパッチ適用ソリューションが備わって

います。 

Oracle Fusion Middleware への自動パッチ適用 
Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Middleware は、Oracle 
Fusion MiddlewareとOracle管理エージェントへのOracleパッチの配置を自動化

します。このアプリケーションでは、サービスの停止と起動を適切に管理し、

さまざまなユースケースに合わせて事前/事後のパッチ適用スクリプトを実行

できます。こうした柔軟性により、複雑な多層環境でも大量の個別パッチとパッ

チ・セットの配置が可能です。 

デプロイメント・プロシージャによるベスト・プラクティスのサポート 
より複雑な多層環境に向けて Oracle パッチ適用の機能と柔軟性を高めるため、

Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Middleware ではインフラ

ストラクチャに基づいたデプロイメント・プロシージャが活用されています。

この標準のデプロイメント・プロシージャには、そのまま実行することもカス

タマイズすることも可能なオラクルのベスト・プラクティスが表示されており、

ユーザーがそれぞれのニーズに合わせて手順を有効/無効にしたり、カスタム手

順を追加したりできます。さらに、デプロイメント・プロシージャは、super user 
do（sudo）やプラガブル認証モジュール（PAM）を使用したセキュアなホスト

認証についてもサポートしています。パッチ適用アプリケーション全体をコマ

ンドライン（CLI）モードで実行できるため、既存のスクリプトとの統合が可

能です。 

 
図 1. デプロイメント・プロシージャに基づいた Oracle Fusion Middleware のパッチ適用 

インテリジェントなクリティカル・パッチ管理 
Oracle Enterprise Manager には、My Oracle Support にリリースされているクリ

ティカル・パッチがないかどうかを定期的かつ事前に問い合わせるクリティカ

ル・パッチ機能が備わっています。関連するパッチがあると、管理者が通知を

受信してパッチの適用を開始し、脆弱なインストールを修正できます。インター

ネットに接続されていないデータセンターに対しては、オフライン・モードの

クリティカル・パッチ機能が提供されます。 
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一般的なオペレーティング・システムのパッチ適用のサポート 
Oracle Enterprise Manager は、Linux オペレーティング・システムのパッチ適用

をサポートしています。また、Linux 向けとして Unbreakable Linux Network
（ULN）からパッチを直接ダウンロードする機能があります。さらに、単一の

パッチ適用グループにいくつかの Linux ホストを統合し、検証および承認され

たパッチのリポジトリから事前にまたは必要に応じてパッチを適用できます。

Oracle Enterprise Manager は、準拠していないホストをドリルダウンする機能を

使用して、企業全体の Linux 環境を表示します。これによって、ホストはテス

トおよび認可されたソフトウェア・レベルに常に対応します。また、固有のパッ

チ適用方法による Linux オペレーティング・システムの非定型のパッチ適用も

サポートしています。 

 
図 2. Oracle Enterprise Manager は Linux の事前パッチ適用をサポート 

パッチ配置の一元管理レポート 
上記のすべてのパッチ適用機能は、パッチの配置と非準拠インストールについ

て、詳細情報とサマリー情報を生成する強力な一元管理レポート機能でサポー

トされています。このアプリケーションには、さまざまな顧客ニーズに対して

有効な意思決定を支援するため、標準レポート機能のほかにスケジューリング

とセキュアな公開をサポートする非定型レポート機能も搭載されています。 

サーバーとソフトウェアのプロビジョニング 
グリッド・コンピューティングの基本的な概念は、ハードウェアとソフトウェ

アのリソースを迅速かつ効率的にデプロイし、再び割り当てて運用するための

機能に特化することです。 

Linux のベア・メタル・プロビジョニング 
Oracle Enterprise Manager は、標準化された PXE（Preboot Execution Environment）
ブート・プロセスによる Linux オペレーティング・システムのベア・メタル・

プロビジョニングをサポートしています。管理者はこのプロセスの一環として、

イメージと特定のハードウェアおよびストレージのテンプレートを関連づけて、

さまざまなハードウェアを対象にし、オペレーティング・システムに追加ソフ

トウェアをプロビジョニングできます。プロビジョニングされたサーバーは

Oracle Enterprise Managerに登録され、今後の全システム管理の対象となります。 

Oracle Fusion Middleware のデプロイメント・プロシージャ 
Oracle Enterprise Manager には、Oracle Fusion Middleware ソフトウェアのベス

ト・プラクティスをインストールするためのデプロイメント・プロシージャが

標準で付属しています。このプロシージャは、製品のインストールとネットワー

クおよびロードバランサの構成を自動化することで、時間がかかるうえにエ

ラーの発生が起こりがちな手動プロセスを排除して、アプリケーションの可用

性を最大化します。 
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リリース管理とクローニング 
Oracle Enterprise Manager は、参照ホストやイメージのソフトウェア・ライブラ

リの"ゴールド・イメージ"のプロビジョニングまたはクローニングを通じて、

リリース管理プロセスをサポートします。検証および承認されたソフトウェ

ア・イメージである"ゴールド・イメージ"は、デプロイする前に任意のレベル

でパッチを適用できます。クローニング・プロセスでは、IP アドレスやホスト

名などの設定に対し、コンテキスト固有の調整が自動的に実行されます。さら

に、アプリケーション・サーバーのデプロイメント・プロシージャにより、イ

ンスタンス名やインスタンス管理パスワードなどのインスタンス固有の構成が

可能です。 

クローニングをサポートしている Oracle Fusion Middleware ソフトウェアには、

Oracle HTTP Server、Oracle Containers for J2EE、Oracle BPEL Process Manager、
および Oracle Enterprise Service Bus があります。 

クラスタのスケールアップ 
増大するビジネスの要求に対処するため、現代のデータセンターではリソース

の迅速な増強と再配置が必要です。Oracle Enterprise Manager を使用すれば、管

理者がクローニング・テクノロジーを活用して、既存の Java 2 Platform, Enterprise 
Edition（J2EE）クラスタにアプリケーション・サーバー・インスタンスを追加

して迅速に拡張し、アプリケーションの負荷の増大に対応できます。 

 
図 3. Oracle Application Server クラスタを Application Server Deployment 

10.1.3.x SOA デプロイメント・プロシージャにより効率的に拡張 

お問い合わせ 
Oracle Provisioning and Patch Automation Pack for Oracle Middlewareの詳細は、

http://www.oracle.com/technology/global/jp/products/oem/index.htmlを参照くださ

い。。 
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